
全県に医療警報発出中

４月16日（金） 知事会見

諏訪圏域の感染警戒レベルを「５」に引き上げ、

「特別警報Ⅱ」を発出



諏訪圏域の感染状況①

人口10万人あたりの直近１週間の陽性者数（諏訪圏域）

（発生届受理日を基準に算出）
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４月16日（金）８時30分現在
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レベル４（人口10万人あたり10.0人以上）

レベル５（人口10万人あたり概ね20.0人以上）

直近１週間の陽性者数が前週の 約7倍に急拡大

4.16人



諏訪圏域の感染状況②
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変異株に注意

複数の感染経路不明事例に加え、変異株の陽性者が10圏域

で最多の12例（4/15現在）確認され、濃厚接触者も多数

感染力が強い、重症化スピードが速い、基礎疾患がない４

０、５０代が重症化するケースがある、子どもたちの感染割

合が高い、などの指摘があり、これまで以上に脅威。

【変異株とは】



諏訪圏域の感染警戒レベルを 「レベル５」に

引き上げ「特別警報Ⅱ」を発出します。
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（４月２９日（ 木 ）まで）

「最大限の感染対策」をお願いします。



① 高齢者や基礎疾患のある方に不要不急の外出の自粛

⑤ 感染拡大地域等への訪問の自粛

③ 大人数・長時間の会食は、自宅等で行われるのも含めて自粛
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特別警報Ⅱ県の主な対策強化

住民及び来訪者への協力要請

② 人との接触機会を極力減らす

④ 感染拡大予防ガイドラインを遵守していない酒類の提供を行う

飲食店の利用を控える

⑥ 風邪症状等がある場合は外出を控え、かかりつけ医等に速やかに

相談



⑧ 医療機関や福祉施設、学校や保育所等に対して感染防止策の徹底
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⑦ 事業所に対して感染防止策の徹底と在宅勤務・テレワークの推進

特別警報Ⅱ県の主な対策強化

事業者等への協力要請

特に、いわゆる居場所の切り替わりによる、従業員の気の

緩みへの注意喚起など感染防止策の徹底を。

県内では医療機関や福祉施設、学校や保育所等での感

染例が確認。改めてさらなる感染防止策の徹底を。

⑨ 大人数が集まるイベント等の実施に係る慎重な検討
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特別警報Ⅱ県の主な対策強化

事業者への支援

⑩ 市町村と連携し感染拡大の影響を受ける事業者を支援

積極的な検査の実施

⑪ 高齢者施設・飲食店の従業員等に対し積極的な検査を実施

⑫ 変異株スクリーニング検査等を徹底して実施

公共施設の感染対策徹底、休止等の検討

⑬ 県の公共施設について、感染対策の徹底や休止等の措置を

検討するとともに、諏訪圏域の市町村に対しても検討を要請

➡ 次頁参照
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特別警報Ⅱ「積極的な検査の実施」のポイント

・ 陽性者が確認された場合、濃厚接触者に限定せず接触者を

幅広く検査

・ 全ての陽性者に対する変異株のスクリーニング検査

・ 飲食店従事者のうち希望者に対する検査

・ 医療・福祉施設に対する検査呼びかけと検査費補助の拡充
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特別警報Ⅱ飲食店等に対する巡回

ガイドライン遵守の呼びかけと信州安心なお店への登録促進
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実質病床利用率（4月15日20時現在）
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